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はじめに

はじめに

本問題集は、「資産形成コンサルタント」資格を目指す方がテキストで学ん
だ知識の理解・定着を図ることができるように作成したものです。

近年、資産形成の重要性についての認識が高まっています。2024年には
NISAの根本的拡充・恒久化が図られる等、制度面の見直しが進められています。
また、国民の金融リテラシーの向上を図るための金融経済教育への取り組みに
もこれまで以上に力が入れられています。

こうした中、金融機関では、資産形成・運用に関する顧客からの相談に適切
に対応できる人材が求められています。そうした人材は、顧客一人ひとりのラ
イフプラン上のゴールの設定を手助けし、設定したゴールの実現に資するポー
トフォリオ提案をするための基礎を身に付けていることが必要です。「資産形
成コンサルタント」資格は、そうした知識を身に付けていることを認定するも
のです。

テキスト「資産形成コンサルタント」で一通りの学習を終えたら、本書の問
題を解くことをお勧めします。理解が深まり、知識が定着したという自信がつ
いたら、「資産形成コンサルタント」資格の受験を通じて、是非ご自分の力を
確認してみてください。

「貯蓄から投資へ」の流れの中で、より多くの方々が「資産形成コンサルタン
ト」資格を取得し、資産形成・運用に関する顧客からの相談への対応力をます
ますレベルアップするよう、本書が活用されることを願っています。
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